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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者に関する複数の生理情報を検知する少なくとも１つのセンサ、及び
　前記複数の生理情報を遠隔地へ伝達するためのコグニティブ装置
を含む身体ネットワークを有する患者監視システムにおいて、前記コグニティブ装置は、
　未使用帯域幅が存在しているか検出された周波数スペクトルを調べ、前記身体ネットワ
ークから受信した前記複数の生理情報を前記遠隔地へ送信するための１つ以上の帯域を勧
告するコグニティブ無線、
　前記身体ネットワークから前記複数の生理情報を受信し、一連の規則の少なくとも一部
に基づいて前記複数の生理情報を優先順位付けし、及び前記優先順位及び前記勧告された
送信帯域に基づいてどの情報を送信するのかを選択するコグニティブモニター、並びに
　前記勧告された送信帯域の少なくとも１つを介して前記選択した情報を送信する送信機
、
を有する患者監視システム。
【請求項２】
　前記コグニティブ無線は、ノイズ及び利用可能な未使用帯域幅の量の少なくとも１つに
基づいて前記スペクトルから前記送信帯域を選択する請求項１に記載の患者監視システム
。
【請求項３】
　前記身体ネットワークから受信した前記情報は、ＥＣＧ、ＥＥＧ、ＥＭＧ、ＮｉＢＰ、
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脈拍、呼吸、血液酸素及び中核体温の少なくとも１つを含む請求項１に記載の患者監視シ
ステム。
【請求項４】
　前記コグニティブモニターは、前記受信した情報を関連する情報からなる１つ以上のグ
ループにパースする請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項５】
　前記コグニティブモニターは、グループ内にある前記関連する情報を比較して一貫性を
チェックし、一貫性の無い情報を処分する請求項４に記載の患者監視システム。
【請求項６】
　前記コグニティブモニターは、前記受信した情報におけるノイズのレベルを決定し、前
記情報を最少のノイズレベルを持つ情報から最大のノイズレベルを持つ情報へ優先順位付
けをする請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項７】
　前記コグニティブモニターは、前記受信した情報におけるアーチファクトのレベルを決
定し、前記情報を最少のアーチファクトを持つ情報から最大のアーチファクトを持つ情報
へ優先順位付けをする請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項８】
　前記コグニティブモニターは、前記受信した情報を患者について分かっている生理状態
、監視している臨床医にとって重要と考えられる臨床徴候、及び管理している臨床医によ
り規定される所定の優先順位の少なくとも１つに基づいて優先順位付けをする請求項１に
記載の患者監視システム。
【請求項９】
　前記コグニティブ無線は、利用可能な周波数帯域を継続的に調べ、前記コグニティブモ
ニタに勧告される、送信に使用するための帯域を動的に更新する請求項１に記載の患者監
視システム。
【請求項１０】
　前記コグニティブモニターは、まだ送信されていない前記情報及び現在の送信帯域を定
期的に分析し、送信するための前記情報を再び優先順位付けする請求項９に記載の患者監
視システム。
【請求項１１】
　前記コグニティブモニターは、送信スペクトルとして勧告するためのスペクトルのスペ
クトル特性を分析する推論部品を含む請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項１２】
　前記特性は、ノイズ、全帯域幅、未使用帯域幅、アプリケーション及び周波数帯域のう
ち少なくとも１つを含む請求項１１に記載の患者監視システム。
【請求項１３】
　前記推論部品は、
　アルゴリズムを示す一連の規則、及び
　前記規則に基づいて、ＦＣＣポリシー、装置機能、現在の送信／受信状態及び無線分野
の専門知識のうち少なくとも１つから推論を導く推論エンジン
を含む請求項１１に記載の患者監視システム。
【請求項１４】
　前記コグニティブモニターは、
　品質に基づいて、前記身体ネットワークから受信した情報をランク付けするランク付け
部品、及び
　前記ランク付けされた情報と前記送信スペクトルとに基づいてどの信号を送信するのか
を選択する推論部品
を含む請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項１５】
　前記推論部品はさらに、監視機能、アプリケーション要件及び環境特性の少なくとも１
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つに基づき、送信する信号の選択を行う請求項１４に記載の患者監視システム。
【請求項１６】
　前記推論部品は、
　アルゴリズムを示す一連の規則、及び
　前記規則に基づいて、監視機能、アプリケーション要件、環境特性、及び勧告された送
信スペクトルのうち１つ以上から推論を導く推論エンジン
を含む請求項１４に記載の患者監視システム。
【請求項１７】
　患者に関する複数の生理情報を遠隔地へ伝達するためのコグニティブ装置であって、
　未使用帯域幅が存在しているか検出された周波数スペクトルを調べ、身体ネットワーク
から受信した前記複数の生理情報を前記遠隔地へ送信するための１つ以上の帯域を勧告す
るコグニティブ無線と、
　前記身体ネットワークから前記複数の生理情報を受信し、一連の規則の少なくとも一部
に基づいて前記複数の生理情報を優先順位付けし、及び前記優先順位及び前記勧告された
送信帯域に基づいてどの情報を送信するのかを選択するコグニティブモニターと、
　前記勧告された送信帯域の少なくとも１つを介して前記選択した情報を送信する送信機
とを有する、コグニティブ装置。
【請求項１８】
　ワイヤレスネットワークからの情報の監視を容易にするコグニティブ装置において、
　未使用帯域幅が存在しているか検出された周波数スペクトルを調べ、前記ワイヤレスネ
ットワークから受信した複数の生理情報を監視システムに送信するための１つ以上の帯域
を勧告するコグニティブ無線、
　前記ワイヤレスネットワークから前記複数の生理情報を受信し、一連の規則の少なくと
も一部に基づいて前記複数の生理情報を優先順位付けし、及び前記優先順位付け及び前記
勧告された送信帯域に基づいてどの情報を送信するかを選択するコグニティブモニター、
並びに
　前記勧告された送信帯域の少なくとも１つを介して前記選択した情報を前記監視システ
ムに送信する送信機
を有するコグニティブ装置。
【請求項１９】
　生理情報を検知する身体ネットワークから受信した前記生理情報を遠隔地へ搬送するた
めの方法において、
　前記身体ネットワークから複数の生理情報運搬信号を受信するステップ、
　前記信号を形式に基づいてグループ化するステップ、
　各グループ内にある前記信号を優先順位付けするステップ、
　前記グループを優先順位付けするステップ、
　前記信号を送信するのに利用可能である帯域幅の少なくとも一部を持つ周波数帯域を見
つけ、定量的特性及び定量的送信特性に基づいて送信帯域を選択するステップ、
　信号の優先順位及び前記帯域特性に基づいて送信するために、１つ以上の信号を選択す
るステップ、並びに
　前記選択された信号を前記選択された帯域によって前記遠隔地へ送信するステップ
を有する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の記載は、人間の生理状態を監視することに関する。それはワイヤレスの身体ネッ
トワークに対する特定の用途であり、特に少なくとも生理データ信号のサブセットを事前
に割り当てられたスペクトルを介してモニタリングシステムに搬送することに対する用途
であることが分かる。一般的な健康の監視に対する幾つかの態様も適用可能である。
【背景技術】
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【０００２】
　患者は、有線でベースユニットに接続される検知ユニットを用いて因襲的に監視されて
きた。これら有線は患者の機動性を抑制し、設置するための労働集約型であった。設置を
容易にするため、及び有線が散乱すること無くすため、ワイヤレスの検知ユニットが開発
されてきた。このワイヤレスのユニットは、患者が部屋、場合によっては病棟又は病院を
動き回ることも可能にする。外来患者も同様に療養病棟又は場合によっては患者の家に限
られる。多くの外来患者は、監視を必要としている間、地域社会の周りを十分に移動する
ことができるが、そうするためには、外来患者は監視されていない辺りで移動しなければ
ならない。高出力のワイヤレスモニターが論理的に可能だとしても、無線周波数通信スペ
クトルの問題が存在する。特に、周波数帯域が不足している及び現在の帯域が混雑してい
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　スペクトルのアクセス、使用、効率及び信頼性は、重要な公共政策問題である。有限数
の周波数帯域の領域内においてスペクトルを使用するための増加している要求に応じて、
アメリカの連邦通信委員会（ＦＣＣ）は、事前に割り当てられたスペクトルの一部が管理
者により利用されていない場合、第三者がその一部を使用することを可能にする提案され
る規則変更を考慮する。現在、これら帯域は、通信周波数スペクトルを特定のユーザ／業
界（例えば、ラジオ、テレビジョン、有線、衛星及びケーブル）に割り当てた、リース又
は売却した多くの帯域に分割されている。第三者に利用可能となる未使用の事前に割り当
てられたスペクトルの量及び質、並びにこのようなスペクトルが利用可能となる（例えば
未使用のまま残る）期間は、割り当てられた者の間で開きがある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　以下の記載は、患者に関する生理情報を検知する少なくとも１つのセンサ、及び前記生
理情報を遠隔地へ伝達するためのコグニティブ(cognitive)装置を備える身体ネットワー
クを有する患者監視システムに関する。このコグニティブ装置は、コグニティブ無線、コ
グニティブモニター及び送信機を含む。前記コグニティブ無線は、未使用帯域幅が存在し
ているか検出された周波数スペクトルを調べ、身体ネットワークから受信した臨床上関連
する情報を遠隔地へ送信するための１つ以上の帯域を勧告する。前記コグニティブモニタ
ーは、身体ネットワークから前記情報を受信し、一連の規則の少なくとも一部に基づいて
前記情報を優先順位付けし、及び前記順位付け及び勧告された送信帯域に基づいてどの情
報を送信するかを選択する。送信機は前記選択した情報を少なくとも１つ又は前記勧告さ
れた送信帯域による優先順位の関数として送信する。
【０００５】
　１つの利点は、ワイヤレスＢＡＮ(wireless body area network)から臨床医により監視
するための事前に割り当てられたが、未使用のスペクトルを介して信号をワイヤレスで伝
達することを含んでいる。
【０００６】
　他の利点は、患者の生活様式を僅かに修正した、病院外での拡張型患者監視を可能にす
ることにある。
【０００７】
　他の利点は、最小形状で世界のどこにでも配置され得るワイヤレスでの監視にある。
【０００８】
　他の利点は、患者、監視システム及び関連するディスプレイの間にあるおびただしい電
線を減少させることにある。
【０００９】
　他の利点は、病気及び外来患者の介護を管理するための代替案にある。
【００１０】
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　さらに他の利点は、好ましい実施例の詳細な記述を読み、理解することで当業者に明ら
かとなるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は、ワイヤレスの身体ネットワーク内に存在する１つ以上の監視装置から信号を受
信し、選択して搬送するためのコグニティブ（スペクトルアジル）装置２を説明している
。前記コグニティブ装置２は、このコグニティブ装置２の送信機８の伝送範囲内にある周
波数スペクトル６を検出するコグニティブ無線４を含む。このコグニティブ無線４は、検
出されたスペクトルの様々な特性（例えばノイズ、全帯域幅、未使用帯域幅、アプリケー
ション、周波数帯域…）を判断し、これら特性の少なくとも一部に基づく送信スペクトル
（及びプロトコル、電力、コード体系…）を送信機８に勧告する。これら特性は信号を送
信するための帯域幅の機会(bandwidth opportunity)を規定する。
【００１２】
　選択された送信スペクトルは、様々なネットワーク、例えばワイヤレスセルラーネット
ワーク、ＷＡＮ、ＬＡＮ、ＭＡＮ(Metropolitan Area Network)、ＣＡＭ(Campus Area Ne
twork)、ＨＡＮ(Home Area Network)、ＰＡＮ(Personal Area Network)等と関連付けされ
ることができる。このコグニティブ無線４はスペクトルを常時（例えばある所定の比率で
）監視して、それが動作している環境との対話に基づいてパラメタ（例えば送信スペクト
ル、プロトコル、コード体系…）を動的に変更する。この対話は、前記コグニティブ無線
４内における他のスペクトルユーザとの積極的な交渉若しくは連絡、及び／又は受動検知
及び意思決定を含む。コグニティブ無線４は、送信スペクトルの勧告及びスペクトル特性
をコグニティブモニター１０に供給する。
【００１３】
　前記コグニティブモニター１０は、監視された情報が送信機８により伝達されるかを決
める知能システムである。前記意思決定は、監視しているパラメタ、患者の状態及び環境
を理解することを含んでいる。コグニティブモニター１０は、個人の身体上にある１つ以
上のセンサ１２又はエミッタ１４からＢＡＮ１６を介して情報（例えば検知した信号、個
人情報…）を受信する。センサ１２は例えば、ＥＣＧ(Electrocardiogram)、ＥＥＧ(Elec
troencephalogram)、ＥＭＧ(Electromyogram)、ＮｉＢＰ(non-invasive blood pressure)
、脈拍、呼吸、血液酸素(SpO2)、中核体温等の情報を収集する。前記エミッタ１４は個人
ＩＤ、現在の投薬、予定される手順等を送る。幾つかの態様において、環境情報を検知す
る装置（図示せず）は、上記情報を前記ＢＡＮに伝達する。
【００１４】
　この情報を収集した後、コグニティブモニター１０は前記信号を分析する。上記分析は
、無視又は処分される誤り信号（アーチファクト）を特定するために、ＥＣＧ信号を用い
て例えば血圧を検査するような融合法を含んでいる。加えて、前記分析は、受信した情報
を例えばＥＣＧ信号をグループ化する等のような、関連する情報からなる１つ以上のグル
ープに解析することを含む。グループ化された信号は互いの一貫性を保つために比べられ
、グループと一貫性を保ってないと考えられる信号は無視又は処分される。前記コグニテ
ィブモニター１０は、品質つまり、アーチファクトの無い信号は高い品質の信号であると
考えられ、アーチファクトを持つ信号は低い品質の信号であると考えられるような品質に
従ってこれら信号を並び替える。ある実施例において、コグニティブモニター１０は、前
記並び替えられた（又はランク付けされた）信号と、コグニティブ無線４により供給され
る勧告送信スペクトルとに基づいて送信する信号を選択する。コグニティブモニター１０
は、送信する信号の選択を容易にするために、追加の情報を受信し、使用することができ
ることを理解すべきである。送信機８は、送信スペクトルによって前記選択された信号を
送信する。コグニティブ装置２は、様々な状態又は状況の個人を監視する。例えば、コグ
ニティブ装置２は、術後回復の患者、老人病患者、精神障害者、うつ状態者、乳幼児突然
死症候群(SIDS)にかかり易い乳幼児、アレルギー反応を起しやすい人等を監視する。非臨
床的応用は、人の関心事に依存する特定用途向けモジュールを使用する健康の監視を含む
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。
【００１５】
　コグニティブ装置２は、世界中の異なる市場に対し普遍的であるプラットフォームを好
ましくは用いる。これは、コグニティブ装置２がその人の位置に関係なく"常にオンであ
る"監視装置として動作することを可能にする。このような普及は、アラームレポート(al
arm reporting)を人毎に調整されることを可能にして、このようなアラームは世界中で伝
達されることができる。送信される情報の動作（利用可能なスペクトルを調べる、ＢＡＮ
から信号を受信、信号を送信…）及び量の実際の周期性はその人特有である。デューティ
サイクル及び情報量を決めるときに考慮される要因は、費用、位置、検知した生理信号、
個人の状態、チャンネルノイズ、品質及び信頼性、干渉、スペクトルが未使用のまま残っ
ている平均時間長、並びに利用可能な帯域幅を含むが、これらに限定されない。適当な動
作モードの例は、連続モード、オンデマンドモード及び緊急モードだけしか含まない。
【００１６】
　例として、以下の記載は、術後の患者を監視するように構成されるコグニティブ装置に
焦点を置いている。患者が在宅している場合、コグニティブ装置２は利用頻度の低いワイ
ヤレスネットワーク（例えば患者のパーソナルワイヤレスネットワーク又は隣接する住宅
におけるネットワーク）を活用する。このようなネットワークは一般的に、比較的大きな
割合の未使用帯域幅と関連しているので、患者の回復に少なくともわずかに関連している
と考えられる信号は、監視している臨床医が利用可能な監視システムに伝えられる。処置
（例えば冠状動脈バイパス手術、ＡＣＬ、…）に依存して、前記関連している信号は、２
、３分毎、１時間毎、毎日、毎週等で送られる。患者が車両で旅行している場合、送信ス
ペクトルは利用可能なスペクトルに移る。ある場合において、この新しい送信スペクトル
は、セルラーネットワーク内にある。そのようなネットワークは通例、利用頻度の高いネ
ットワークであるため、コグニティブ装置２は、これら信号のうち最も重要な信号だけが
送信されるべき又は送信され得ると判断する。加えて、安全な手段（たとえば内部メモリ
、バッファ、…）は、例えば利用可能である適当な未使用帯域幅が無い場合、又はコグニ
ティブ装置２が使用している帯域幅がこの帯域幅の所有者により必要とされる場合のよう
な緊急事態に稼動する。車両での旅行中、利用頻度が低い又は高帯域幅のスペクトルが利
用可能となる場合、コグニティブ装置２は、信号の量及び信号が送られる頻度を増大させ
る。他の実施例では、患者が術後の合併症のために病院に戻る必要がある。病院のサービ
スエリア(coverage area)に入った場合、コグニティブ装置２は、この患者の入院及び手
当てを円滑に行うために、臨床上関連する信号及び患者の情報を送信する。
【００１７】
　図２は、どの信号を送信するかを決めるコグニティブモニター推論部品１８を持つコグ
ニティブモニター１０の実施例を説明する。上述したように、コグニティブモニター１０
は、生理状態、個人ＩＤ、環境等を表す信号を受信し、信号のランク付け及び送信スペク
トルに基づいて、どの信号を送信するかを選択する。このような選択は、コグニティブモ
ニター推論部品１８を介して達成される。例えば、センサ１４からの生理信号は、ランク
付け部品２０により分析される。この分析は、臨床的に実行可能な信号（アーチファクト
の無い信号）を誤り信号（アーチファクト）と区別して、品質に基づいてこれら信号を並
び替えることを含む。このランク付け部品２０は、ランク付けされ信号を前記コグニティ
ブモニター推論部品１８に供給する。それと同時に、コグニティブ無線４は、検出された
周波数スペクトルの様々な特性（例えばノイズ、帯域幅、未使用帯域幅、アプリケーショ
ン、周波数帯域…）を決め、前記送信機８により送信するための利用可能なスペクトルの
１つ以上の勧告を前記コグニティブモニター推論部品１８に供給する。コグニティブ無線
４はさらに、前記スペクトル特性も前記コグニティブモニター推論部品１８に供給する。
このような情報はＸＭＬで表されることが分かっている。
【００１８】
　コグニティブモニター推論部品１８は、どの信号を送信するか決めるのを容易にするた
めに追加の情報を受信及び使用することができる。例えば、ある実施例において、コグニ
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ティブモニター推論部品１８は、現在使われている環境を表す環境特性２２を受信する。
このような特性は、位置、時間、温度、様々なセンサからの入力に関する情報、及び環境
（例えば、救急車、家、オフィス、緊急治療室…）を表す情報等を取り込む。他の実施例
において、コグニティブモニター推論部品１８は、ＢＡＮ内及び目的地における監視装置
の監視機能を調べる。これら機能は例えば胎児用トランスデューサユニットのような監視
装置を述べ、Ｗ３Ｃ(World Wide Web Consortium)からのＣＣ／ＰＰ(Composite Capabili
ties/Preference Profile)の勧告を用いて記述されることができる。
【００１９】
　さらに他の実施例において、コグニティブモニター推論部品１８は、異なる監視データ
間の関係を表すアプリケーション要件２６を入力する。例えば、このアプリケーション要
件２６は、特定の状況下で伝達するためのデータの決定を容易にする規則を延べている。
例えば、これら規則は、利用可能な未使用帯域幅が規定のしきい値を超える場合、全ての
検知又は監視されるデータが伝達されるべきであり、又は前記利用可能な未使用帯域幅が
特定の範囲内にある場合、ＳｐＯ２及びあるＥＣＧ誘導データだけが送られるべきことを
示す。前記規則は、主治医である臨床医が個人を監視する場合、その臨床医に臨床上関連
していると思われる信号が容易に利用可能となるように、前記臨床医に調整されることが
できる。その上、これら要件は、器官同士の相互作用及び患者の状態に基づいて、臨床上
の制約を取り入れる。例えば、ＥＣＧとＳｐＯ２、ＥＣＧと血圧、及び血圧とＳｐＯ２と
の間にある関係を取り入れる。これら要件は、Ｗ３ＣからのＯＷＬ(Web Ontology langua
ge)の勧告で表すことができる。
【００２０】
　上述したこの情報の何れか又は全ては、コグニティブモニター１０内に記憶されること
が可能であることも分かっている。例えば、前記情報は内蔵ＲＡＭ又はＲＯＭに記憶され
ることができる。前記情報はさらに、要求により、コグニティブモニター１０により取得
される又はコグニティブモニター１０に伝達されることも可能である。
【００２１】
　前記コグニティブモニター１０は、ランク付け部品２０により供給される信号のランク
付け、コグニティブ無線４による帯域幅の勧告、監視機能２４、アプリケーション要件２
６、環境特性２２及び任意では送信機８がどの信号を送るかを決める他の入力を使用する
。
【００２２】
　図３は、コグニティブモニター推論部品１８の例示的な実施例を説明している。上述し
たように、コグニティブモニター推論部品１８は、推論エンジン２８及び一連の規則３０
を含む。前記推論エンジン２８は、前記規則３０に基づいて前記コグニティブモニター推
論部品１８により受信した情報（ランク付けされた信号、利用可能な送信スペクトル、環
境、特性、監視機能、アプリケーション要件…）から推論を導く。上記推論は、どの信号
が送信機８により送られるかを決める。推論エンジン２８は、ＪＥＳＳ規則エンジン（Ｊ
ＡＶＡベースの規則エンジン）、神経回路網、ＳＶＭ(support vector machine)、ベイズ
分類器(Bayesian classifier)等であることは分かっている。さらに、前記規則３０は、
装置が用いるであろうアルゴリズムの表現を含み、プロテージ(Protege)を使用してモデ
ル化されることができる。
【００２３】
　図４は、コグニティブ無線推論部品３４を持つコグニティブ無線４の実施例を説明する
。上述されるように、コグニティブ無線４は、例えば、ノイズ、全帯域幅、未使用帯域幅
、アプリケーション、周波数帯域等のようなスペクトル特性に基づいて、前記送信機８に
対する１つ以上の送信スペクトル、送信プロトコル、コード体系等を勧告する。コグニテ
ィブ無線推論部品３４は、この送信スペクトルを決めるために様々な情報を用いる。例え
ば、ある実施例において、コグニティブ無線推論部品３４は、ＦＣＣポリシー記述３６を
使用する。この記述は二次無線システムに近い夫々の領域における一次無線システムによ
り感知される推論のレベルを制限するような、送信パラメタに関する制約を記述している
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。このようなポリシーは通例、ＯＷＬ言語で表される。他の実施例において、コグニティ
ブ無線推論部品３４は、例えばその装置の電源、ＣＰＵ、メモリ、周波数帯域、チャネラ
ゼーション、変調方式、コード体系、及び通信プロトコルのような前記装置の特性及び制
限を記述する装置機能３８を考慮している。このような機能は、Ｗ３Ｃからの前記ＣＣ／
ＰＰの勧告を用いて記述されることができる。
【００２４】
　さらに他の実施例において、現在の送信／受信（Ｔｘ／Ｒｘ）条件４０はコグニティブ
無線推論部品３４により分析され、これら条件は送信環境の条件（ノイズが多い、低いチ
ャッタリング、…）に関するＭＡＣ(Media Access Control)層及び物理層からのフィード
バックを記述している。測定結果は、ＯＷＬ言語を用いてIEEE 802.11h及びIEEE 802.11k
規格で規定されるような既知の測定レポートを介して供給されることができる。さらに他
の実施例において、無線分野の専門知識４２は、無線通信の分野に関する知識の宝庫であ
る。上記知識の例は、スペクトルの機会を管理するためのアルゴリズムは通例、例えば送
信電力、周波数、通信している無線装置間の最大距離、変調技術及びコード体系等のよう
な送信パラメタがどのように互いに関係しているかに関する情報を必要とすることを含む
。コグニティブ無線推論部品３４は、この装置が送信電力を増大させる場合、検出範囲が
増大（目的とする受信装置までの距離が増大）し、同時に他の無線装置が観測する干渉の
レベルも同様に増大することを分からなければならない。
【００２５】
　コグニティブ無線推論部品３４は、上記情報を用いて、送信機８に対する送信周波数ス
ペクトルを前記コグニティブモニター１０に勧告する。この勧告は、例えば周波数、最大
の割り当て電力、コード体系、プロトコル等の送信用のパラメタを記述している。この情
報は、ＸＭＬ文書／文字列として表され、コグニティブモニター１０に供給され、上述し
たようなコグニティブモニター１０のコグニティブモニター推論部品１８により用いられ
る。
【００２６】
　図５は、コグニティブ無線推論部品３４の例示的な実施例を説明している。このコグニ
ティブ無線推論部品３４は、推論エンジン４４及び一連の規則４６を含む。前記推論エン
ジン４４は、前記規則４６に基づいて前記コグニティブ無線推論部品３４により入力され
る情報（例えばＦＣＣポリシー、装置機能、…）から推論を導く。これら推論は、コグニ
ティブモニター１０により使用するための送信スペクトルの勧告を容易にする。この推論
エンジン４４は、ＪＥＳＳ規則エンジン（ＪＡＶＡベースの規則エンジン）、神経回路網
、ＳＶＭ、ベイス分類器等にすることができる。さらに、前記規則４６は、装置が用いる
であろうアルゴリズムの表現を含み、プロテージを使用してモデル化されることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】ワイヤレスの身体ネットワーク内に存在する１つ以上の監視装置から信号を受信
し、選択して伝達するためのコグニティブ（スペクトルアジル）装置。
【図２】前記信号を送信することを決めるコグニティブモニター推論部品を持つコグニテ
ィブモニターの実施例。
【図３】前記コグニティブモニター推論部品の実施例。
【図４】コグニティブ無線推論部品を持つ前記コグニティブ無線の実施例。
【図５】前記コグニティブ無線推論部品の実施例。
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